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平成 29 年度事業報告及び収支実績について 

１．概況 

 今年 2 月に実施した会員アンケートの結果では、約半数の会員企業が 29 年度の売上

および利益が前年度比で増加すると予想していました。またこの傾向は 30 年度も続く

との見通しですが、その一方で 65％の会員企業が人手不足を最大の経営課題と回答し

ています。 

 工業会では副知事懇談会等を通じて県と対策を協議したほか、産業雇用安定センタ

ーと連携して 4 回にわたり会員企業による合同企業説明会を開催しました。 

 また若手経営者が研鑽・交流する場がほしいとの要望に応えて、部会として若手経営

者の会を設立しました。 

  

 

【委員会活動】 

（１）政策委員会 

 昨年度就任された河端副知事との懇談会をおこなったほか、東北経済産業局

の地域経済部長との意見交換会をおこないました。 

若手経営者の会設立について検討してきましたが、工業会の会員であること

を条件から外すとともに年齢制限も行わないこととしました。設立総会では物

流業など、会員以外の企業も含めて 24 社に参加していただきました。 

このほか東北大学発のベンチャー企業とのビジネスマッチングについて、継

続的に行えるしくみについて検討しました。 

 

 

（２）総務委員会 

 定時総会および 2 度の臨時総会での上程事項について、事前確認をおこな

いました。今回は定款の変更となる理事定数の変更および人材紹介事業の追加

があり、内容について精査いたしました。 

また就業規定の見直しなど規定類の整備をおこなったほか、前年度の会員増

強キャンペーンの結果をレビューし、キャンペーンを継続することとしました。 

  

（３）交流推進委員会 

新入会員と会員との交流を深める目的で開催している工業会サロンについ

て、前年度のレビューを基に進め方について議論をおこないました。 

また昨年度の産学官交流大会は、みやぎ産業振興機構が開催する産学官連携

フェアと同時開催することとなり、具体的な運営について協議しました。 

また会員同士の親睦を深めるため、交流推進委員会主催のゴルフ大会を開催

しました。 
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（４）技術交流委員会 

 県内企業見学会および福島県企業見学会を開催しました。県内企業見学会で

は JAXA 角田宇宙センター、ジャムコエアロマニュファクチャリング、仙台

高等専門学校の 3 か所を見学しました。仙台高専では見学の後に新卒採用に

関して、教員との意見交換会を開催しました。 

福島県企業見学会は、ふくしま医療機器開発支援センターと NEC プラット

フォームズ福島事業所の見学をおこないました。 

また東北大学発のベンチャー企業とのビジネスマッチングについて、政策委

員会とともに検討しました。 

 

（５）情報委員会 

MIA レポート 133 号について表紙デザインおよびコンテンツの検討をおこ

ないました。その中で、12 年ぶりに「我社は今」の企画を復活させることと

し、震災で大きな被害を受けた「あの企業は今」を掲載しました。 

MIA レポート 134 号では、第 10 回みやぎ優れ MONO 認定製品の紹介、福

島県内企業見学会などを掲載しました。 

 

（６）経営基盤員会 

 人材の確保について協議をおこなってきました。産業雇用安定センターの登

録者に対する合同企業説明会を開催し、仙南及び仙台にて合計 4 回実施しま

した。 

また東北工業大学および東北学院大学工学部にて、会員企業に地域企業に関

する講義をおこなってもらいました。 

 またプロフェッショナル人材戦略拠点事業についても、フォローをおこない

ました。 

 

 【受託事業】 

（１）みやぎ優れ MONO 発信事業 

     みやぎ優れ MONO 発信事業は昨年で 10 年目を迎え、応募説明会への参加企

業は年々増えています。これまでは B to B 製品が多かったのですが、年々、製

品の業種も増え、昨年はエレキギターや高性能 DJ 機器など 7 製品が認定されま

した。 

またこれまでに認定された企業から 2 社が、ものづくり日本大賞を受賞しまし

た。 

 

（２）プロフェッショナル人材戦略拠点事業 

これまでの、ものづくり企業を中心とした支援活動から、食品やサービス業な 

ど幅広い業種に拡大して活動をおこないました。 

また新たに開始した大企業連携事業は都市部大企業の人材を出向・転籍先とし 

て中小企業に紹介する活動も併せておこないました。 
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Ⅱ.会員状況 

区 分 平成 28 年度末現在 平成 29 年度末現在 増減 備考 

正 会 員 ３５０ ３５１   １ 入会 14社、退会 13社 

賛助会員 ３３ ３２ △１ 退会 1社 

計 ３８３ ３８３   

顧    問 １２ １２   

特別会員 １８ １７ △１ 退会 1社 

合計 ４１３ ４１２ △１  

 

 

 

【会員数推移】 

  平成 29 年度末の正会員数は 351 社となっており、傾向としては横ばいとなってい 

ます。 

昨年度は、会員企業からの入会勧誘などにより１４社に入会していただいたもの 

の、諸般の理由等により１３社が退会する状況となっています。  
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